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来
年
１
月
の
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」の
放
送

ま
で
、
あ
と
２
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

真
田
信
繁（
幸
村
）の
故
郷
で
あ
る
上
田
が
ド

ラ
マ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
登
場
す
る
の
か
、
放

送
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
大
河
ド
ラ
マ
の
ご
当
地
と
な
っ

た
地
域
に
は
、
ド
ラ
マ
の
内
容
を
紹
介
す
る
施

設
で
あ
る
大
河
ド
ラ
マ
館
が
整
備
さ
れ
、
多
く

の
大
河
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
や
歴
史
フ
ァ
ン
、
観
光

客
が
、
大
河
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
る
世
界
を
体
感

し
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
も
、「
真
田
丸
」の
世
界
を
紹
介
す
る「
信

州
上
田
真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ
館
」を
、
上
田
城

跡
公
園
内
の
旧
市
民
会
館
ホ
ー
ル
を
活
用
し
、

来
年
１
月
の
開
館
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」を
紹
介
す
る
大
河
ド

ラ
マ
館
は
、
全
国
で
当
市
に
唯
一
整
備
さ
れ
る

予
定
で
す
。
今
号

で
は
、
大
河
ド
ラ

マ
館
の
コ
ン
セ
プ

ト
、展
示
内
容（
概

要
）を
紹
介
し
ま

す
。

「
真
田
丸
」を
描
く
大
河
ド
ラ
マ
館

　

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」に
お
い
て
、
信
州
上

田
は
、
戦
国
の
覇
者
・
徳
川
家
康
の
軍
を
二
度

に
わ
た
っ
て
撥は

ね
つ
け
た
真
田
家
の
本
拠
と
し

て
、
ま
た
、
そ
の
家
康
を
大
坂
の
陣
で
は
恐
怖

の
底
に
突
き
落
と
し
た
戦
国
最
後
の
名
将
・
真

田
信
繁（
幸
村
）を
育
ん
だ
地
と
し
て
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

天
才
的
兵
法
家
で
あ
る
父
・
昌
幸
、
堅
実
で

秀
才
肌
の
兄
・
信
幸
の
背
を
追
い
か
け
な
が
ら
、

故
郷
上
田
に
住
む
家
族
と
と
も
に
、
乱
世
を
生

き
延
び
て
い
く
た
め
に
迷
い
、
悩
み
、
努
力
を

重
ね
成
長
し
て
い
く
信
繁（
幸
村
）の
姿
な
ど
、

「
真
田
丸
」は
、
信
州
の
小
さ
な
領
主
で
あ
る
真

田
家
の
家
族
の
絆
の
物
語
で
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
館
の
展
示
で
は
、
信
繁（
幸
村
）

の
人
格
形
成
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
上
田
を「
信
繁

（
幸
村
）の
原
風
景
」、「
戦
国
の
聖
地
」と
位
置

づ
け
、
上
田
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
二
度
の
上
田

合
戦
、
そ
し
て
、
信
繁（
幸
村
）VS
家
康
の
終
着

点
で
あ
る
大
坂
城
真
田
丸
の
攻
防
、
大
坂
の
陣

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
と
向
か
う
流
れ
を
展
開

し
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」の
世
界
を
体
感
！

信
州
上
田
真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ
館

平成28年１月17日㈰
オープン!
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コンセプト　真田信繁（幸村）と共に戦国乱世を体験！大河ドラマ「真田丸」の世界
５つのゾーン構成 展示コンテンツ（案）

其の壱 信繁（幸村）の生きた時代 タイトル見
み

附
つけ

、エントランス演出
ドラマ年表・人物相関図・スタッフ紹介など基本情報

其の弐 上田城と真田家の家族 キャスト紹介、衣装・小道具、上田合戦の解説

其の参 宿敵家康と大坂の陣  2016年大河ドラマ「真田丸」モデル鎧
よろい

兜
かぶと

の展示 
フォトスポット「真田丸」、宿敵家康と緒将

其の四 ドラマの裏側 ドラマの美術の世界、「真田丸」シアター（メイキング映像）、 VR体験 

其の五 戦国の聖地上田へ ゆかりの地紹介、真田氏関連施設の案内、 出演者サイン、ドラマPRコーナー 

大河ドラマ館の概要
（１）　施設名称 信州上田真田丸大河ドラマ館
（２）　所在地 上田市二の丸1-2（旧市民会館ホール）
（３）　展示面積 650㎡
（４）　開館予定 平成28年１月17日㈰～平成29年１月15日㈰

（５）　入館料
大人600円（20名以上480円）
小中学生300円（20名以上240円）

　  シティプロモーション推進室　TEL75・2554

※パースはすべてイメージです。
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信州うえだごみ減量大作戦
～あなたのひと手間「ごみ」から「資源」に～

　市では、「ごみの減量化・再資源化」を重要施策として位置づけており、ご
み減量化をさらに推進するためのキャッチフレーズを定めました。
　今回はキャッチフレーズを実践するための取組を紹介します。
　「あなたのひと手間」でごみは減ります。家庭でできるごみ減量化策を実践
しましょう。

雑がみも資源です
　クリーンセンターに搬入される燃やせるごみの中
にはリサイクル可能な紙類がまだ多く含まれていま
す。菓子やティッシュ等の箱、はがきや封筒などの
小さな紙片（雑がみ）も、分別すれば資源物として出
せます。

「目隠し」してませんか？
　中身を見えなくするために新聞紙などでごみを包
んで出すことは避けてください。新聞紙も資源です。
生ごみは水分をなるべく切って、紙で包まなくても
水気が出ないようにしてから出してください。

もう一度ごみの分別方法の確認を！
　ごみの分別は、次の５種類です。
　　①燃やせるごみ　②燃やせないごみ
　　③プラマーク付プラスチック　　④資源物　　⑤有害・危険ごみ
　それぞれのごみの分別ルールの再確認をお願いします。
　詳細は、「ごみの出し方パンフレット」、又は市ホームページをご覧ください。
　　パンフレット配布／市役所本庁舎総合案内、廃棄物対策課（上田クリーンセンター内）
　　　　　　　　　　　各地域自治センター
　　ホームページ／左の二次元コードをご利用ください。

生ごみはなるべく自家処理しましょう
　畑・家庭菜園のある方はなるべく自家処理をしましょう。
　自家処理できない方は生ごみの水切りをお願いします。生ごみの70～80％は水分と言われて
います。市販の生ごみ処理機などで乾燥させるのも大変有効ですが、生ごみを捨てる前に手で絞
るだけでも生ごみは軽く、小さくなります。
　また、流し台の中で生ごみに水がかからないようにすることも重要です。

食材はなるべく使い切り、食べ残しを減らしましょう
　食料品店では必要な物を必要な量だけ買うように心掛け、食材を使い切れるように工夫し、食
事は食べ切れる量をつくるようにしましょう。「もったいない」の心で食べものを大切にすること
がごみ減量にもつながります。

不要なものはもらわない、買わないようにしましょう
　買い物の際、マイバッグを使用すれば、レジ袋が不要になります。できるだけ簡易な包装の商
品や、詰め替え用の商品を買うように心がけましょう。

わけて
!

（分別
）

へらして
!

（減量
化）

　  資源循環型施設建設関連事業課　TEL71・8082、  廃棄物対策課　TEL22・0666

わけて（分別）! へらして（減量化）! いかそう（資源化）!

市ホームページ
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今まで捨ててしまっていたものもリサイクル
　例えば、まだ着られる古着類については上田クリーンセンター併設のエコ・ハウスで毎月第一
金曜日に回収しています。また、上田クリーンセンターに直接持ち込まれた剪

せん

定
てい

枝木や刈り取っ
た草などは可燃ごみとせずに、再資源化しています。

生ごみも資源です
　生ごみも堆肥になります。市では、ぱっくんの無料配布やごみ減量化機器購入費への補助を行っ
ています。更に、「やさいまる事業※」による乾燥生ごみ等の回収を行い、生ごみの堆肥化を推進
しています。
※「やさいまる事業」は、乾燥生ごみを廃棄物対策課に持ち込むと付与されるポイントを使って、JA直売所等で買い物
ができるしくみです。

　上田地域広域連合では、上田市、東御市、長和町、青木村の「ご
み処理の広域化」と「循環型社会の構築」に向け、指針となる第三次
「上田地域広域連合ごみ処理広域化計画（平成28～37年度）」を策定
します。本計画の素案について皆さんから意見を募集します。
募集期間 　11月２日㈪～30日㈪
公表場所 　広域連合／ 広域連合ホームページ、ごみ処理広域化推進

室（丸子地域自治センター４階）
 上田市／ 資源循環型施設建設関連事業課、廃棄物対策課、

真田・武石市民サービス課
募集対象 　上田市、東御市、長和町、青木村に在住・在勤の方
提出方法 　上記公表場所に備えてある様式に必要事項を記入の上、

郵送、FAX、メール又は直接下記窓口へ提出してくださ
い。

その他 　ご意見への個別回答は行いませんが、広域連合の考え方
をホームページなどで公表します。

　上田地域広域連合ごみ処理広域化推進室
　　TEL43・8818　 FAX42・6740　  gomishori@area.ueda.nagano.jp
　　〒386-0404　上丸子1612
　　（  資源循環型施設建設関連事業課、  廃棄物対策課）

いかそう
!

（資源
化）

可燃ごみの処理量の現状 直近４年間の上田市の一日あたりの可燃ごみ焼却量

　上田市の可燃ごみ量の目標値は一日あたり92.1ｔ※で
す。
　市民一人ひとりが毎日の燃やせるごみを約15ｇ減量
すればこの目標を達成することができます。「15ｇ」は、
計量スプーン大さじ一杯分の水分とほぼ同じ重さです。
※平成27年度上田市可燃ごみの減量化目標値年間33,712ｔから算出

上田地域広域連合
ごみ処理広域化計画（素案）への
ご意見をお寄せください

ごみ収集車の火災事故が
発生しました
　９月30日㈬、「燃やせないごみ」の収
集時にカセットボンベの混入が原因とみ
られるごみ収集車の火災事故が発生しま
した。
　カセットボンベ、スプレー缶、ガスラ
イターは｢危険ごみ｣であり「燃やせない
ごみ」としては出せません。
　｢危険ごみ｣は、必ず各自治会の資源物
回収所、又はウィークエンドリサイクル
の実施場所に出してください。

55



11
月
11
日
〜
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
施
設
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
、
社
会
保
障
の
充
実

な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
税
」は
、
こ
う
し
た
事
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
財
源
で
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
で
す
。
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　平成28年度からの軽自動車税の改正点は次のとおりです。

種　　別 平成27年度
（現行税額）

平成28年度
（新税額）

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円50cc超90cc以下 1,200円
90cc超125cc以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

軽二輪車 125cc超250cc以下 2,400円 3,600円
二輪小型自動車 250cc超 4,000円 6,000円
雪上車 2,400円 3,600円

小型特殊自動車 農耕用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

種　　別 旧税額※１

（平成27年３月以前）
新税額

（平成27年４月以降）

重課税額
（13年経過車※２ 

平成15年３月以前）

四　輪
乗　用

営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨　物
営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

三　輪 3,100円 3,900円 4,600円

２三輪及び四輪の軽自動車
　自動車税（県税）と同様にグリーン化を進める観点から、最初の新規登録（車検証の「初年
度検査年月」）から13年を経過した三輪及び四輪の軽自動車は重課税額が適用されます。

３グリーン化特例（軽課）について
　平成27年４月１日から平成28年３月31日に最初の新規検査を受けた三輪以上の軽自動
車で、排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについて、グリーン化特
例（軽課）が適用されます（平成28年度のみ適用となります）。

※１13年を経過するまでは、旧税額が適用されます。
※２  動力源、又は内燃機関の燃料が、電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・

ガソリン電気併用の軽自動車、及び被けん引車を除きます。

区　　分 Ａ Ｂ Ｃ

四　輪
乗　用

営業用 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 2,700円 5,400円 8,100円

貨　物
営業用 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 1,300円 2,500円 3,800円

三　輪 1,000円 2,000円 3.000円

Ａ電気自動車・天然ガス自動車（平成21年排出ガス基準10％以上低減）
Ｂ乗　用：平成17年排出ガス基準75％以上低減かつ平成32年度燃費基準＋20％達成
Ｂ貨　物：平成17年排出ガス基準75％以上低減かつ平成27年度燃費基準＋35％達成
Ｃ乗　用：平成17年排出ガス基準75％以上低減かつ平成32年度燃費基準達成
Ｃ貨　物：平成17年排出ガス基準75％以上低減かつ平成27年度燃費基準＋15％達成

解体する前に
登録抹消手続をお忘れなく
　解体業者等で解体し、すでに手元にない軽自動車であっ
ても、軽自動車検査協会の登録が抹消されていなければ軽
自動車税の課税対象となります。
　解体する前に必ず登録抹消手続をお願いします。
　  税務課諸税係　TEL23・5169

軽自動車税の税額が改正されます

１原付や125ccを超えるバイク、小型特殊自動車等

（　）内は車検証の初年度検査年月
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Ｑ１　扶養になっているのに税金がかかるのはなぜ？
Ａ１　 パートなど給与収入額が96万5,001円から103万円

（所得31万5,001円から38万円）の方は、所得は税制
上扶養の範囲内ですが、住民税の非課税基準（所得
31万5,000円以下）を満たしていないため住民税が課
税になります。

Ｑ２　公的年金のみの収入でも税金はかかりますか？
Ａ２　 それぞれ下記の収入金額を超えると住民税が課税に

なります。
　　・ 65歳以上で扶養親族がいない場合／

公的年金収入金額　151万5,000円
　　・ 65歳未満で扶養親族がいない場合／

公的年金収入金額　101万5,000円
Ｑ３　公的年金からの住民税特別徴収制度とは？
Ａ３　 ４月１日現在65歳以上の公的年金受給者で、前年

中の年金所得に係る住民税の納税義務がある方は、
公的年金から住民税を原則４月、６月、８月、10月、
12月、翌年２月の６回に分けて天引きする制度で
す。

Ｑ４　 公的年金等所得者に係る確定申告不要制度とは？
Ａ４　 その年中の公的年金等の収入金額が400万円以下で

あり、かつ、その年分の公的年金等に係る雑所得以
外の所得が20万円以下である場合には、その年分
の所得税について、確定申告書を提出する必要がな
いものです。この場合であっても、所得税の還付を
受けるための申告書を提出することができます。た
だし、公的年金等以外の所得金額が20万円以下で
も住民税の申告は必要になります。

　  税務課市民税係　TEL23・5115

Ｑ１　償却資産の申告に期限はありますか？
Ａ１　 毎年１月31日までです（地方税法）。その年の１月

１日の資産状況を申告します。
　　　 法人の決算期や所得税の申告時期とは異なるため、

注意が必要です。
Ｑ２　申告期限を過ぎたらどうなりますか？
Ａ２　 第１期の納期（４月末）に間に合わない場合は、税額

によって延滞金が発生する場合があります。
Ｑ３　課税上の免税点はありますか？
Ａ３　 金額の多少にかかわらず該当する全ての方に申告し

ていただきますが、減価償却後の残存額が150万円
未満の場合は課税されません。

　  税務課家屋係　TEL23・8240

　償却資産とは、事業用の構築物・機械・器具・備品等の有形固
定資産のことで、土地・家屋と同じように固定資産税の課税対象
となります。事業には、個人によるアパートや駐車場経営、飲食
業なども含まれます。
《種類／具体例》
◇構築物／駐車場の舗装、敷地境界にあるフェンス、広告塔等
◇機械及び装置／フライヤー、除害設備、冷蔵庫等
◇車両及び運搬具／フォークリフト、トラクター等
　　　　　　　　　（自動車税及び軽自動車税の対象は除く）
◇工具・器具及び備品／ 机、ロッカー、レジスター、パソコン、

プリンター等　
　  税務課家屋係　TEL23・8240

「税を考える週間」時局講演会開催
日　時 　11月26日㈭14：00～15：30（受付13：30）
場　所 　上田高砂殿（天神2-2-2）
演　題 　「幸せになる言魂」
講　師 　三四郎氏（タレント･ラジオパーソナリティー）
参加費 　無料
　関東信越税理士会上田支部　TEL22・8535
　　（  税務課）

償却資産（固定資産税）の申告は毎年１月31日までに

期限内納付にご協力ください
　市税等は、定められた納期限までに自主的に納めていただくも
のです。納期限内に納付されている方との公平を保つため、納期
限後に納付される方は、納期限の翌日から完納までの日数に応じ
て、本来の税額に加えて延滞金を納付していただくことになりま
す。
　平成27年１月１日以降の延滞金の割合は納期限後１か月以内
が年2.8％、納期限後１か月以降の期間については年9.1％となっ
ています（毎年、見直しがあります）。
　納期限内の納付にご協力をお願いします。
　  収納管理課　TEL71・8053

個人市民税のＱ＆Ａ

償却資産のQ&A
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マイナンバー制度
「個人番号カード（マイナンバーカード）」を
申請しましょう!
来年1月から個人番号（通称マイナンバー）の利用が始まります。
今回は、マイナンバーの通知を受けた後の「個人番号カード」の申請についてお知らせします。

　個人番号カードは、申請すると交付される顔写真付のICカードです。
　多目的に利用できる便利なカードですので、できるだけ取得することをお勧めしま
す。初回の交付手数料は無料です。

　  市民課　　　　　TEL23・5334
　　  市民サービス課　TEL42・1052
　　  市民サービス課　TEL72・0154
　　  市民サービス課　TEL85・2827

Ｑ１ 個人番号カードの受取は代理人
（本人以外）でもできますか？

Ａ１ 本人が病気、身体の障がい、そ
の他やむを得ない理由により交
付場所に来ることができない場
合に限り、代理人にカードの受
取を委任できます。

Ｑ２ 代理人が個人番号カードを受け
取る場合に必要な持ち物は？

Ａ２ 申請者本人が受け取る場合に必
要な書類のほか、代理人の本人
確認書類、代理権の確認書類（委
任状等）、本人が来られないこ
とを証明する書類などが必要で
す。詳しくは、説明用パンフレッ
トをご覧ください。

Ｑ３ 平日は仕事があるのでカードを
受け取りに行かれないが…。

Ａ３ 休日に受け取れる窓口の開設を
予定しています。

Ｑ４ 個人番号カードに有効期限はあ
りますか？

Ａ４ 発行日から10回目の誕生日ま
で有効です。

　　 ただし、20歳未満の方は、容
姿の変化が大きいため、５回目
の誕生日までです。

Ｑ５ 個人番号カードの紛失、盗難等
があった場合はどうしたらよい
ですか？

Ａ５ まずコールセンターへ連絡し
て、カードの一時停止処置をし
てください（24時間365日対応
可）。その後、市の窓口でカー
ドの廃止及び再交付の手続をし
てください。

マイナンバー詐欺にご注意ください　
　マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や金融機関の口座番号などの個人情報を聞き出そうとする電話、
メール、訪問などが全国で発生しています。また、制度を悪用した詐欺で現金をだましとられる事件も
起きています。マイナンバー制度をかたった不審な電話等には十分注意し、応じないようにしましょう。
　  総務課　TEL23・5332　　上田市消費生活センター　TEL75・2535

個人番号カードの申請をしましょう

　住所異動・氏名変更の手続をされる際は、通知カード又
は個人番号カードを持参してください。変更内容をカード
に記載します。

住民異動届の手続には
通知カード・個人番号カードをご持参ください

〇個人番号カード・通知カードに関する問い合わせ
●個人番号カードコールセンター（全国共通ナビダイヤル）　TEL0570・783・578
　・平日／8：30～22：00（平成28年４月以降は17：30まで）
　・土日祝日／9：30～17：30（平成28年３月31日まで）年末年始を除く

疑問・質問にお答えします

Ｑ＆Ａ マイナンバー制度
（個人番号カード編）

表 裏

　TEL21・0210上田市マイナンバーカード
専用電話

①本人の番号確認と身元確認が1枚で済む唯一のカードです。
②各種行政手続のオンライン申請（e-Tax等の電子申請）等に利用できます。
③ コンビニでの各種証明書（住民票の写し、印鑑登録証明書）の交付が受けられます。
　（上田市は平成28年中に開始予定）
　このほかにもさまざまなサービスでの利用が検討されています。

こんなことに利用できます

① 「通知カード」とともに「個人番号カード」申請書と返信用封筒が届きます。
② 申請書に署名又は記名押印し、顔写真を貼付の上、返信用封筒で郵送してください。
このほかの申請方法は通知カードに同封されるパンフレットをご覧ください。

申請方法

① 平成28年1月以降、申請者の自宅に、個人番号カードの用意ができたことをお知ら
せする「交付通知書（はがき）」が届きます。

② 「通知カード」、「交付通知書」、「本人確認書類（運転免許証など）」を持参し、はがき
に記載された受取場所で本人が受け取ってください。

③ 交付窓口で本人確認の上、暗証番号を設定するとカードを受け取れます。現在、住
民基本台帳カード（住基カード）をお持ちの方は返却が必要です。

受取方法
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平
成
27
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

上
田
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

　
「
教
科
に
関
す
る
調
査
」結
果
は
、
全

体
的
に
長
野
県
及
び
全
国
の
平
均
値
と

ほ
ぼ
同
等
、
又
は
や
や
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
全
教
科
を
合
わ
せ
た
平
均

は
、
全
国
値
よ
り
約
０
・
６
ポ
イ
ン
ト

低
い
で
す
が
、
ほ
ぼ
全
国
と
同
等
と
な

り
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
全
教
科
を
合
わ
せ
た
平
均

は
、
全
国
値
と
比
べ
約
１
・
６
ポ
イ
ン

ト
低
い
結
果
で
し
た
。
昨
年
度
、
こ
の

差
は
約
４
・
７
ポ
イ
ン
ト
あ
っ
た
も
の

が
、
国
語
Ａ（
知
識
）・
Ｂ（
活
用
）、
数

学
Ａ（
知
識
）・
Ｂ（
活
用
）の
全
て
で
改

善
さ
れ
、
全
国
値
と
の
差
が
大
幅
に
縮

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
と
も
に
授
業
で

自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
機
会
が
あ
る

と
答
え
た
児
童
生
徒
の
割
合
が
大
幅
に

増
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
学
力
向
上
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
に

関
す
る
調
査
」結
果
で
は
、
学
校
で
の

出
来
事
を
家
族
と
話
す
子
ど
も
た
ち
が

こ
こ
数
年
で
大
幅
に
増
え
て
き
た
り
、

自
己
肯
定
感
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
今

ま
で
以
上
に
増
加
し
て
き
て
い
る
良
い

傾
向
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
逆
に
、
全

国
に
比
べ
て
少
な
め
で
あ
っ
た
ゲ
ー
ム

に
費
や
す
時
間
が
年
と
と
も
に
増
え
、

本
年
度
は
、
全
国
傾
向
に
近
づ
く
な
ど

の
変
化
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

計
画
的
な
時
間
の
使
い
方
が
で
き
る

主
体
的
な
児
童
生
徒
の
育
成
や
、
よ
り

よ
い
生
活
の
創
造
に
向
け
て
、
今
後
も

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査

結
果
を
有
効
に
活
用
し
、
今
後
も
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
に
結
び
付
く
施
策
を

立
案
・
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

各
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
結
果
を

今
後
の
指
導
改
善
に
活
か
す
こ
と
で
、

確
か
な
学
力
の
定
着
と
そ
れ
を
活
用
す

る
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
、
全
国
一
斉
の
学
力
・
学
習

状
況
調
査
が
行
な
わ
れ
、
市
内
25
校
の
小
学

６
年
生
と
、
11
校
の
中
学
３
年
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
国
語
、
算
数
・
数
学
、
理
科
の「
教

科
に
関
す
る
調
査（
知
識
・
活
用
）」と「
生
活

習
慣
や
学
習
環
境
に
関
す
る
調
査
」の
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
結
果
は
、
児
童
生
徒
の

身
に
付
け
る
学
力
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
ご

承
知
く
だ
さ
い
。 

上
田
市
の
傾
向
と
今
後
の
方
向
性

　  学校教育課
　　TEL23・5101
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国語
　知識分野の平均正答率は69.9％、活用分野の平均正答率は65.0％で、
全国値とほぼ同じでした。
　「国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、
書いたりしている」と答えた児童の割合が22.7％となり、全国値には
及ばないものの県値を上回っており、表現力向上のために各学校が取
り組んでいる結果と思われます。
　「国語の授業の内容はよく分かる」と答えた児童は、全国値を2.1ポ
イント上回り、「国語の授業の内容は好き」と答えた児童の比率は、全
国値、県値とほぼ同じで、ここ２年間上昇してきています。

算数
　知識分野の平均正答率は、73.8％で、全国値より1.4ポイント、活
用分野は44.4％で、全国値より0.6ポイント下回っており、知識分野
はやや低く、活用分野は全国並みとみることができます。
　「数と計算」や「図形」の正答率がやや低いですが、記述式問題の正答
率が全国平均より1.1ポイント上回り、無答率も1.2ポイント良い結果
となっています。また、数学的な考え方を見る問題も0.3ポイント上
回り、思考力や判断力、表現力が伸びてきているとみることができま
す。

理科
　平均正答率は60.1％で全国値よりも0.7ポイント下回っていますが、
正答数分布は全国値及び県値とほぼ同じ傾向でした。また、顕微鏡
や実験器具の扱い等、授業で実験・観察を丁寧に扱っていることに
より、全国・県の正答率を上回る問題がいくつかありました。85.0％
の児童が「理科が好き、どちらかと言えば好き」と答えています。

テレビとゲーム
　一日にテレビを見る時間数は年々減ってい
ますが、ゲームをする時間は増加傾向にあ
り、「１時間以上」は平成24年度の39.5％から
53.3％に増加しています。テレビを見る時間
が短くなった半面、ゲームをする時間が増え
ている現状から、親子で話し合い、テレビや
ゲームによらない時間の有効な使い方を見出
していく必要があります。

増えている家での学習時間
　家での勉強を「している」と「どちらかとい
うとしている」を合わせた経年変化をみると、
平成24年度の54.3％から65.1％へと増加傾向
にあり、全国値62.8％、県値61.7％と比較し
ても、上田市の小学生の比率は高くなってい
ます。
　また、「家で宿題をするか」の質問に、
「している」は、平成24年度と比較すると、
80.5％から86.6％へと増加傾向にあります。
今後も家庭と学校が一体となって、家庭学習
の習慣化と宿題の定着を図る取り組みを継続
していくことが大切です。

小学６年生　教科に関する調査（知識・活用）

小学６年生　生活習慣や学習習慣に関する調査
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国語
　知識分野の平均正答率は75.3％で、全国値より0.5ポイント、活用
分野は63.9％で、全国値より1.9ポイント下回っていますが、昨年度
に比べ各々2.3～2.6ポイント、全国値との差が縮まっています。両分
野共に「話すこと・聞くこと」の領域に弱さが見られます。
　「伝統的な言語文化と国語の特質」領域での漢字の書き取りは、全国
値より1.1～3.2ポイント高く、家庭学習やドリル学習の成果が表れて
いると言えます。

数学
　平均正答率は、知識分野が62.4％、活用分野が39.2％で、全国平均
より2.0～2.4ポイント下回っています。調査全領域で全国平均を下回
るものの、昨年度に比べてその差を2.4～4.7ポイント縮めてきている
ことから、向上傾向にあります。
　「わからない時、諦めずに考える」、「もっと簡単な方法を考える」、
「公式や決まりの根拠を理解しようとしている」と答えた生徒の比率が
全国値を上回っており、数学学習へ意欲的に取り組んでいる様子がう
かがえます。

理科
　平均正答率は51.6％で、全国値よりも1.4ポイント下回りましたが、
知識分野の平均値は63.8％と全国値と同じ結果で、毎日の積み重ね
を大事にしてきている成果とみることができます。逆に、「科学的な
思考・表現」に係る記述式の問題には課題があります。
　「観察や実験を行うことは好きですか」の問いに、８割以上の生徒
が「好き」、「どちらかといえば好き」と回答しています。

増えている休日の学習時間
　休日に２時間以上学習している生徒の割合
は全国値を3.3ポイント上回り、自分で計画
を立てて勉強している生徒の割合も昨年度に
比べて2.0ポイント上回りました。部活動時
間やインターネットなどに触れる時間の見直
し等により、休日の学習時間が増えたとみら
れます。学力の向上のためには、更に授業に
連動した復習、特に予習へ重点をかけた家庭
学習が求められます。

学校の事をよく話す生徒
　学校での出来事を家族と話す生徒の割合
は、平成24年度に比べて14.9ポイント増加し、
全国値を0.5ポイント上回りました。授業参
観によく来る家族の割合も全国値を1.7ポイ
ント上回り、学校生活に関心を持って生徒の
話に耳を傾ける家族の姿が見てとれます。多
感な時期の生徒の気持ちを温かく受け止める
家族の存在は、明日への活力につながります。

中学３年生　教科に関する調査（知識・活用）

中学３年生　生活習慣や学習習慣に関する調査
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上
田
市
都
市
景
観
賞
は
、
優
れ
た
景
観
の
形
成
に
寄
与
す
る
建
築
物
、
工
作
物
、
広
告
物
な
ど
や
、
地
域
の
優
れ
た
景
観
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

10
月
５
日
に
行
わ
れ
た
上
田
市
景
観
審
議
会
で
、
応
募
件
数
９
件
の
中
か
ら
、
次
の
２
件
が
都
市
景
観
賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
21
日
㈯

に
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
で
開
催
の「
上
田
市
景
観
づ
く
り
講
演
会
」と
併
せ
て
受
賞
者
及
び
受
賞
団
体
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

平
成
27
年
度

上
田
市
都
市
景
観
賞
が
決
定
し
ま
し
た

　

日
本
の
中
心
と
言
わ
れ
る
生
島
足
島
神
社
の
東
向
か
い
に
建
つ
、
東
西
に
14
ｍ
に
及

ぶ
３
本
の
長
い
梁は
り

が
使
わ
れ
た
、
築
１
０
５
年
の
蚕
室
造
り
の
民
家
が
再
生
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
瓦
葺
の
切
妻
屋
根
、
漆し
っ

喰く
い

塗
り
の
壁
な
ど
、
職
人
技
を
活い

か
し
た
伝
統
的
な

工
法
で
仕
上
げ
て
お
り
、
設
計
者
の
考
え
方
が
建
物
の
随
所
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　

生
島
足
島
神
社
と
調
和
し
合
う
雄
大
な
佇た
た
ず

ま
い
と
、
歴
史
あ
る
塩
田
平
の
美
し
い
景

観
を
創
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
現
場
か
ら
廃
材
と
し
て
出
る
瓦
・
レ
ン
ガ
・
タ
イ
ル
な
ど
を
再
利
用
し
た
モ
ザ

イ
ク
平
板
の
制
作
と
、
街
づ
く
り
の
一
端
を
担
う
景
観
整
備
等
に
以
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
の
環
境
配
慮
の
視
点
や
、
色
合
い
や
デ
ザ
イ
ン

性
に
優
れ
た
作
品
は
、今
後
の
活
動
へ
の
発
展
性
も
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々
の
感
性
溢あ
ふ

れ
る
ア
ー
ト
作
品
は
、
街
並
み
に
美
し
く
調
和

す
る
景
観
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　  都市計画課　TEL23・5127

■宮入邸（下之郷／建築物）
施主／宮

みや

入
いり

孝
たか

夫
お

主な設計者／㈱有事創建一級建築設計事務所
主な施工者／㈱林工務店

■NPO法人 気塾（下室賀／活動団体）
主な設計者／NPO エコ平板・防塵マスク支援協会
主な施工者／NPO法人 気塾

●都市景観賞（敬称略）
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第９回上田市花と緑のまちづくりコンクール
審査結果発表

　花づくりを通じて美しく潤いのある快適なまちづくりと、地域づくりを進めるため、平成19年から「花と緑の
まちづくりコンクール」を開催しています。
　今年は、それぞれの部門からあわせて44件の応募があり、一次（書類）、及び二次（現地）審査を行い、個人を
含む12件を選定しました。

受賞者名（敬称略）

　上田市は、歴史的文化的な建造物をはじめ、市街地の街並みや、豊かな自然環境、田園や農山村の佇まいなど、多様
な景観に恵まれています。
　このように、環境・風土に恵まれた市民の心豊かな生活と都市創造の実現を図るため、昨年、サ
ントミューゼは開館しました。今回は、この施設の設計にあたられた講師に風土を踏まえた建築に
ついてお話いただきます。併せて、上田市都市景観賞表彰式・上田市花と緑のまちづくりコンクー
ル表彰式を行います。
※サントミューゼは、2015年度グッドデザイン賞を受賞しました。
期　日 　11月21日㈯　　場　所 　サントミューゼ（小ホール）
内容/時間　表彰式／13：30～、講演会／14：30～　　テーマ 　「建築と風土」
講　師 　柳

やなぎさわたかひこ

澤孝彦氏（柳澤孝彦+TAK建築研究所代表取締役、サントミューゼ設計代表者）
入場料 　無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  都市計画課　TEL23・5127

上田市景観づくり講演会を開催

　  公園緑地課　TEL23・5134

上平南自治会
【団体（50㎡未満・プランター）の部／最優秀賞】

篠原夏美宅【個人の部／最優秀賞】 依田保育園【学校の部／最優秀賞】

◇団体（50㎡未満・プランター）の部
最優秀賞　上平南自治会
優秀賞　　大畑自治会花づくり推進部
奨励賞　　木町分館「花育てタイ」

◇団体（50㎡以上）の部
優秀賞　　しなの木会・上沢子ども会
優秀賞　　保野長生会
奨励賞　　下本郷地区花と緑の街づくり協議会

◇個人の部
最優秀賞　篠

しの

原
はら

夏
なつ

美
み

宅
優秀賞　　黒

くろ

澤
さわ

朝
あさ

男
お

宅　　奨励賞　小
こ

山
やま

俊
しゅん

介
すけ

・市
いち

瀬
せ

佐
さ

記
き

子
こ

◇学校の部
最優秀賞　依田保育園
優秀賞　　塩田中学校　　奨励賞　真田中学校
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お
知
ら
せ

宝
く
じ
助
成
金
で

防
災
用
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　

西
野
竹
自
治
会
で
は
、
長
野
県
市
町
村

振
興
協
会
所
管
の
宝
く
じ
助
成
金
を
受

け
、
発
電
機
、
投
光
器
、
ハ
ン
ド
ラ
イ
ト
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
備
品
庫
等
を
整
備
し

ま
し
た
。
今
後
、
災
害
時
に
迅
速
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
訓
練
等
を
実
施
し
、
住
民

の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

長
野
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
長
野
県
最
低
賃
金
」が
、
10
月
１
日
か

ら
時
間
額
７
４
６
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
中
小
企
業

へ
の
支
援
制
度（
助
成
金
や
相
談
窓
口
）も

あ
り
ま
す
。

　

上
田
労
働
基
準
監
督
署

　
　

TEL
22
・
０
３
３
８

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

安
全
意
識
を
高
め

労
働
災
害
防
止
を
！

　

労
働
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す（
第
１

位
は
転
倒
災
害
）。
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、

労
働
者
も
４
Ｓ（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・

清
潔
）を
励
行
し
、
安
全
な
職
場
づ
く
り

の
促
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

長
野
労
働
局
健
康
安
全
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
４

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

中
途
失
明
者（
児
）

生
活
訓
練
事
業

　

白
杖
に
よ
る
歩
行
訓
練
・
点
字
習
得
訓

練
・
生
活
訓
練
・
進
路
相
談
等
、
中
途
失

明
者
生
活
訓
練
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
人
と
家
族
を
交
え
て
話
し
合
い
、
計
画

を
立
て
、
訓
練
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
左

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

点
字
図
書
館　

TEL
22
・
１
９
７
５

上
田
ロ
ケ
の
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
が

放
送
さ
れ
ま
す

　

市
内
で
約
40
名
の
エ
キ
ス
ト
ラ
の
皆
さ

ん
に
協
力
い
た
だ
き
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

市
有
形
文
化
財「
依
水
館
」も
登
場
し
ま

す
。

●
日
時　

11
月
４
日
㈬
午
後
９
時
〜

●
放
送
局　

テ
レ
ビ
東
京
系
全
国
ネ
ッ
ト

● 

番
組
名　

水
曜
ミ
ス
テ
リ
ー
９「
軽
井

沢
駐
在
犬
日
誌
」

●
出
演　

小こ

林ば
や
し

稔ね
ん

侍じ

ほ
か

● 

ロ
ケ
地　

日
軽
松
尾
㈱
、
旧
丸
子
中
央

病
院
、
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
依

水
館
ほ
か

　

 

信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（

観
光
課
内
）　

TEL
23
・
５
４
０
８

催　

し

平
成
27
年
度

上
田
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
世
界
の

恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
10
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
申
込
不
要
）

　

福
祉
課　

TEL
71
・
８
０
８
１

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

● 

日
時　

11
月
27
日
㈮
午
後
１
時
〜
５
時

（
受
付
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
相
談
時
間　

１
件
30
分
以
内

● 

場
所　

東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
東

御
市
）

● 
内
容　

土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
、
土
地
建
物
に
関
す
る
登
記
等

● 
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ（
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）。

　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

　
　
（

生
活
環
境
課
）

児
童
虐
待
防
止
講
演
会

　
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間（
11
月
）」に

合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
30
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　

家
庭
を
追
い
つ
め
な
い
た
め
に

〜
児
童
虐
待
・
地
域
の
市
民
に
で
き
る

こ
と
〜

● 

対
象　

市
内
在
住
で
、
児
童
虐
待
防
止

に
関
心
の
あ
る
方

● 

申
し
込
み　

不
要
。
託
児
希
望
者
の
み

11
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
、
又
は
直

接
左
記
窓
口
へ（
先
着
20
名
。
６
か
月

〜
３
歳
児
）。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

福
祉
機
器
展

in
う
え
だ
２
０
１
５

● 

日
時　

11
月
25
日
㈬
・
26
日
㈭
午
前
10

時
〜
午
後
６
時（
26
日
は
４
時
ま
で
）

●
場
所　

上
田
創
造
館

● 

内
容　

最
新
・
多
彩
な
介
護
用
品
の
展

示
・
体
験
、
介
護
相
談
、
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
に
よ
る
講
座
等

　

 

福
祉
機
器
展
in
う
え
だ
２
０
１
５
実

行
委
員
会（
宮
澤
）

　
　

TEL
０
８
０
・
５
１
４
８
・
０
７
２
１

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

お
知
ら
せ
／
催
し
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

催
し

は
か
り
の
無
料
精
度
診
断

　

11
月
１
日
の
計
量
記
念
日
に
合
わ
せ
て

実
施
し
ま
す（
検
査
費
無
料
）。

●
期
日
／
時
間
／
場
所

 

● 

対
象
の
は
か
り　

血
圧
計（
デ
ジ
タ
ル

式
を
除
く
）、
体
温
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル

※ 

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
特
定
計
量
器

は
、
別
途
定
期
検
査
が
必
要
で
す
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

介
護
者
の
会「
な
の
は
な
」

● 

日
時　

11
月
25
日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

● 

内
容　

介
護
教
室
、
介
護
者
同
士
の
交

流
会
、
個
別
相
談（
希
望
者
）

● 

テ
ー
マ　
「
認
知
症
を
生
き
る
ご
本
人

か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
」

● 

講
師　

桜さ
く
ら

井い

記の
り

子こ

氏（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
施
設
長
）

● 

対
象　

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
介
護

に
関
心
の
あ
る
方

●
定
員　

50
名
程
度

● 

申
し
込
み　

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

支
援
担
当　

TEL
42
・
０
０
９
２

　
　

支
援
担
当　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

支
援
担
当　

TEL
85
・
２
１
１
９

異
文
化
理
解
講
演
会

　

チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
交
え
、
ロ

シ
ア
出
身
の
講
師
が
、
ロ
シ
ア
の
文
化
や

日
本
で
の
異
文
化
体
験
を
お
話
し
し
ま

す
。

● 

日
時　

11
月
22
日
㈰
午
後
４
時
〜
５
時

30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
演
題　
「
ロ
シ
ア
音
楽
を
楽
し
む
夕
べ
」

● 

講
師　

レ
オ
ニ
ー
ド
・
グ
ル
チ
ン
氏（
群

馬
交
響
楽
団
チ
ェ
ロ
首
席
奏
者
）、
ユ

リ
ヤ
・
レ
ヴ
氏（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

●
定
員　

２
５
０
名

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

 

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会

　
　
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

TEL
25
・
２
６
３
１

　
　
（

市
民
課
）

犯
罪
被
害
者
支
援
講
演
会

　

犯
罪
被
害
者
の
名
誉
、生
活
の
配
慮
の
重

要
性
等
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た「
犯
罪
被
害
者
週
間（
11
月
25
日
㈬
〜

12
月
１
日
㈫
）」に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

● 

場
所　

長
野
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
長
野
市
鶴
賀
緑
町
１
７
１
４

－

５
）

● 

内
容　

講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト（
長
野

清
泉
女
学
院
中
学
・
高
等
学
校
吹
奏
学

部
を
予
定
）

●
演
題　
「
命
の
大
切
さ
」

● 

講
師　

澤さ
わ

田だ

美み

代よ

子こ

氏（
全
国
犯
罪
被

害
者
の
会﹇
あ
す
の
会
﹈会
員
）

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

 

長
野
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL
０
２
６
・
２
３
３
・
７
８
４
８

　
　
（

人
権
男
女
共
同
参
画
課
）

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

新
そ
ば
祭
り

　

武
石
産
そ
ば
粉
を
１
０
０
％
使
用
し
、

地
元
の
そ
ば
打
ち
名
人
が
打
っ
た
手
打
ち

そ
ば
を
、
冷
た
い
も
り
そ
ば
、
温
か
い
つ

け
そ
ば
で
楽
し
め
ま
す
。

● 
日
時　

11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

●
料
金　

５
０
０
円

　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
86
・
２
０
０
３

第
18
回
室
賀

ふ
れ
あ
い
新
そ
ば
祭

● 

日
時　

11
月
14
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時

● 

場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
、
そ
ば

処
さ
さ
ら
亭
、
農
産
物
直
売
所

● 

内
容　

室
賀
地
区
産
新
そ
ば
の
特
別
価

格
で
の
提
供
、
秋
野
菜
の
大
特
売
、
各

種
軽
食
販
売
、
バ
ザ
ー
、
豊
年
太
鼓
の

演
奏
、
室
賀
保
育
園
児
の
遊
戯
、
消
防

団
の
ラ
ッ
パ
吹
奏
な
ど

　

室
賀
活
性
化
組
合（
Ｊ
Ａ
室
賀
店
内
）

　
　

TEL
31
・
２
０
０
９

　
　
（

農
政
課
）

第
３
回
う
え
だ
平
和
映
画
祭

●
期
日　

11
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

●
場
所　

上
田
映
劇
ほ
か

● 

内
容　

映
画
上
映
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

写
真
展
、
古
本
市
等（
詳
細
は
左
記
へ
）

● 

ゲ
ス
ト　

広ひ
ろ

河か
わ

隆り
ゅ
う

一い
ち

氏（
元
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
編
集
長
、「
パ
レ
ス
チ
ナ

１
９
４
８
・
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ａ
」監
督
）

● 

料
金（
映
画
）　

前
売
り
１
８
０
０

円
、
当
日
２
０
０
０
円（
学
生
は
前
売

り
１
０
０
０
円
、
当
日
１
２
０
０
円
）

※
そ
の
他
１
作
品
鑑
賞
券（
前
売
り

１
４
０
０
円
、当
日
１
５
０
０
円
あ
り
）

　

 

う
え
だ
平
和
映
画
祭
実
行
委
員
会

（
直
井
）

　
　

TEL
０
７
０
・
５
５
６
５
・
８
５
９
９

　
　
（
中
央
公
民
館
）

期　日 時　　間 場　　所

11月24日㈫
10：00～11：30 丸子ふれあいステーション
13：30～15：00 武石公民館

11月25日㈬
10：00～11：30 真田中央公民館
13：00～15：00 

市役所南庁舎５階
11月26日㈭

 9：30～12：00
13：00～15：00

11月27日㈮
 9：30～12：00
13：00～15：00
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
真
田

● 

日
時　

12
月
６
日
㈰
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
／
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分（
受

付
９
時
〜
）、
交
流
試
合
／
午
後
１
時

〜
３
時（
受
付
０
時
30
分
〜
）

●
場
所　

真
田
体
育
館

● 

内
容　

野の

口ぐ
ち

京き
ょ
う

子こ

氏（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）と
長

野
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
よ
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
＆
交
流
試
合

● 

対
象　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
／
小
学

生
・
一
般（
指
導
者
含
む
）。

　

交
流
試
合
／
中
学
生
・
一
般

●
定
員　

各
先
着
50
名

● 

参
加
費　

小
学
生
２
０
０
円
、
中
学
生

３
０
０
円
、
一
般
４
０
０
円（
保
険
代

含
む
）

● 

申
し
込
み　

11
月
７
日
㈯
午
後
２
時
〜

25
日
㈬
に
、
電
話
、
又
は
直
接
左
記
窓

口
へ
。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

教
育
事
務
所
）

第
７
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

　

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ

る
講
習
、
及
び
交
流
試
合
を
行
い
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
23
日（
月
・
祝
）講
習
会
／

午
前
９
時
〜
11
時
30
分（
受
付
８
時
30

分
〜
）、
交
流
試
合
／
午
後
０
時
30
分

〜
４
時（
受
付
正
午
〜
）

●
場
所　

真
田
中
学
校
体
育
館

● 

対
象　

小
学
４
年
生
〜
一
般（
小
学
生

は
講
習
会
の
み
）

●
定
員　

各
先
着
50
名（
一
日
参
加
も
可
）

● 

参
加
費　

小
学
生
５
０
０
円
、
中
・
高

校
生
１
０
０
０
円
、
一
般
１
５
０
０
円

（
シ
ャ
ト
ル
・
保
険
代
含
む
）

● 

申
し
込
み　

11
月
７
日
㈯
午
後
２
時
〜

16
日
㈪
に
、
電
話
、
又
は
直
接
左
記
窓

口
へ
。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

教
育
事
務
所
）

県
縦
断
駅
伝
・
上
田
東
御
小
県

チ
ー
ム
を
応
援
し
よ
う
！

　

上
田
東
御
小
県
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
『
オ
レ

ン
ジ
』の
応
援
フ
ラ
ッ
グ
等
を
持
ち
、
沿

道
で
選
手
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

● 

予
想
通
過
日
時　

11
月
14
日
㈯
午
前
10

時
22
分
頃
〜
11
時
34
分
頃
※
時
間
は
前

後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

場
所　

上
田 

道
と
川
の
駅
、
上
田
大

橋
、
市
役
所
、
海
野
町
商
店
街
、
イ
オ

ン
前
、
小
牧
橋
、
東
郷
橋（
丸
子
）、
デ

リ
シ
ア
２
、
上
丸
子
商
店
街
、
三
反
田

公
民
館
、
武
石
口
交
差
点
等

● 

そ
の
他　

応
援
フ
ラ
ッ
グ
は
左
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。

（http://w
w
w
9.ueda.ne.jp/̃seiji_

m
iyaoka/ekidenbu/O

rangeFlag_

U
edaCity.htm

）

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

平
成
28
年
上
田
市
成
人
式

● 

期
日　

平
成
28
年
１
月
10
日
㈰（
成
人

の
日
の
前
日
）

●
会
場
／
時
間
等

● 

対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方（
上
田
市

出
身
で
市
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

も
出
席
可
。
詳
細
は
左
記
へ
）

● 

案
内
状
の
発
送　

市
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
方
、
及
び
転
出
先
の
住
所
が
わ
か

る
方
に
は
、
11
月
下
旬
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

　
　

教
育
事
務
所　

TEL
42
・
３
１
４
７

　
　

教
育
事
務
所　

TEL
72
・
２
６
５
５

　
　

教
育
事
務
所　

TEL
85
・
２
０
３
０

催
し

地域 会　場 中学校通学区域 時　間

上田

上田文化会館 一中・二中・三中

13：30～
（受付13：00～）

上 田 創 造 館 四中・六中
上野が丘公民館 五中
塩 田 公 民 館 塩田中

丸子 丸子文化会館 丸子中・丸子北中
11：00～
（受付10：30～）真田 真田中央公民館 真田中・菅平中

武石 武 石 公 民 館 依田窪南部中
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

女
性
消
防
団
員
意
見
発
表
会
・

消
防
団
音
楽
隊
演
奏
会

　

県
下
女
性
消
防
団
員
が
一
堂
に
会
し
、

意
見
発
表
・
交
換
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
音
楽
隊
が
合
同
チ
ー
ム
と
な
り
、

演
奏
会
も
開
催
し
ま
す（
入
場
無
料
）。

●
日
時　

11
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

レ
ザ
ン
ホ
ー
ル（
塩
尻
市
）

● 

内
容　

女
性
消
防
団
員
意
見
発
表
会
・

意
見
交
換
会
、
消
防
団
音
楽
隊
交
流
演

奏
会
、
県
消
防
団
協
力
事
業
所
等
知
事

表
彰
式

　

消
防
総
務
課　

TEL
26
・
０
１
１
９

野
沢
菜
収
穫
即
売
会

　

遊
休
農
地
解
消
対
策
で
栽
培
し
た
野
沢

菜
の
収
穫
・
即
売
を
行
い
ま
す
。
先
着
で

豚
汁
の
振ふ
る

舞ま

い
も
あ
り
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
21
日
㈯
午
前
９
時
〜（
な

く
な
り
次
第
終
了
、
小
雨
決
行
）

● 

場
所　

武
石
上
本
入
築
地
原
地
区
収
穫

体
験
農
園

●
料
金　

１
束
２
０
０
円（
約
４
㎏
）

●
持
ち
物　

包
丁

●
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
へ
。

　

産
業
建
設
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

第
55
回

上
田
市
短
詩
型
文
学
祭

● 

日
時　

11
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

（
入
場
無
料
）

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館

● 

内
容　

第
一
部
／
一
般
の
部
、
児
童
・

生
徒
の
部（
小
・
中
学
生
）、
各
部
門（
短

歌
、
俳
句
、
川
柳
、
現
代
詩
）の
表
彰

式
、
応
募
作
品
を
収
め
た
作
品
集
の
配

布
。
第
二
部
／
選
者
を
囲
ん
で
の
部
門

別
研
究
会

● 

そ
の
他　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、乗
り
合
わ
せ
て
来
館
く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

第
34
回
上
小
児
童
生
徒

交
歓
作
品
展

● 

日
時　

11
月
13
日
㈮
〜
20
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
20
日
は
３
時
30
分
ま

で
）

●
場
所　

上
田
創
造
館

● 
内
容　

上
小
地
域
の
小
中
学
校
特
別
支

援
学
級
、
特
別
支
援
学
校
で
学
ぶ
児

童
・
生
徒
の
作
品（
図
画
、
習
字
、
工
作
、

研
究
、
作
物
等
）の
展
示

　

第
二
中
学
校（
山
﨑
）

　
　

TEL
22
・
０
１
０
３

　
　
（

学
校
教
育
課
）

講
座
・
教
室

ひ
と
り
親
家
庭
の

暮
ら
し
応
援
講
座

　

家
計
の
お
悩
み
の
対
処
法
か
ら
、
生
活

設
計
の
立
て
方
、
教
育
資
金
の
作
り
方
な

ど
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

11
月
29
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館

● 

内
容　

講
演
会
、
支
援
制
度
の
紹
介
、

交
流
会

● 

演
題　
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
マ
ネ
ー
プ

ラ
ン
」

● 

講
師　

大お
お

矢や

さ
よ
子
氏（
社
会
保
険
労

務
士
、
N
P
O
法
人
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ

ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む
相
談
員
）

●
定
員　

50
名（
受
講
料
無
料
）

● 

託
児　

１
歳
〜
小
学
６
年
生（
先
着
順
。

要
申
込
）

● 

申
し
込
み　

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
又
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

上
野
が
丘
公
民
館

　
　

TEL
24
・
０
６
５
９

高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

● 

期
間　

平
成
28
年
１
月
〜
12
月
の
月
〜

水
曜
日（
週
１
回
。
全
42
回
）

●
場
所　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
初
心
者（
当
教
室
で
以
前
受
講
し

た
方
、
他
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
で
受

講
中
の
方
は
除
く
）

●
定
員　

先
着
50
名

● 

受
講
料　

１
２
０
０
円
／
月（
月
４
回

の
場
合
。
別
途
資
料
・
テ
キ
ス
ト
代
）

● 
申
し
込
み　

11
月
９
日
㈪
以
降
、
左
記

窓
口
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
で
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

催
し
／
講
座
・
教
室
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セ
レ
モ
ニ
ー

ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

● 

日
時　

12
月
８
日
㈫
〜
15
日
㈫
の
う
ち

５
日
間
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

● 
場
所　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
上
田
創
造
館

● 

対
象　

県
内
在
住
の
シ
ル
バ
ー
派
遣
就

業
を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

●
定
員　

15
名（
応
募
多
数
時
は
選
定
）

● 

申
し
込
み　

11
月
25
日
㈬
ま
で
に
、
左

記
、
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
窓
口
へ

（
受
講
料
無
料
）。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

楽
し
く
可
愛
く
パ
ー
テ
ィ
ー

メ
ニ
ュ
ー（
託
児
付
）

● 

日
時　

11
月
19
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

１
時（
託
児
希
望
者
は
9
時
45
分
集
合
）

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

● 

講
師　

目め

黒ぐ
ろ

正ま
さ

子こ

氏（
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
タ
ー
）

●
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

●
定
員　

先
着
15
名

●
参
加
費　

８
０
０
円（
材
料
費
込
）

● 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ（
託

児
希
望
者
は
、お
子
さ
ん
に
関
わ
る
物
）

● 

申
し
込
み　

11
月
11
日
㈬
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

上
田
市
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
で
も
楽

し
め
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
卓
球

バ
レ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
４
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

講
師　

岡お
か

田だ

佳か

澄す
み

氏（
身
体
教
育
医
学

研
究
所
総
務
主
任
）

● 

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
障

が
い
の
あ
る
方
及
び
そ
の
家
族
・
支
援

者
等

●
定
員　

先
着
15
名（
参
加
費
無
料
）

●
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装

● 

申
し
込
み　

11
月
20
日
㈮
〜
30
日
㈪

に
、
電
話
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

　
 
上
小
地
域
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー　

TEL
28
・
５
５
２
２

　
　
　
　
　
　

FAX
28
・
５
５
２
０

　
　
（

障
が
い
者
支
援
課
）

小
学
生
ス
キ
ー
教
室

◇
小
学
生
初
中
級
者
ス
キ
ー
教
室

● 

期
日　

平
成
28
年
１
月
４
日
㈪
・
５
日

㈫（
１
泊
２
日
）

● 

対
象　

集
団
生
活
が
で
き
、
一
人
で
参

加
で
き
る
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

●
定
員　

90
名（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

● 

参
加
費　

９
０
０
０
円（
講
習
料
、
リ

フ
ト
代
、
保
険
料
、
宿
泊
費
等
）

◇
小
学
生
高
学
年
１
日
ス
キ
ー
教
室

●
期
日　

平
成
28
年
１
月
17
日
㈰

●
対
象　

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

60
名（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

● 

参
加
費　

２
０
０
０
円（
当
日
徴
収
。

講
習
料
、
保
険
料
、
昼
食
代
）

◇
共
通
事
項

●
場
所　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場

● 

講
師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導

者（
上
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

● 

申
し
込
み　

11
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

に
、
所
定
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
左
記
、
又
は
丸
子
総
合

体
育
館
、
真
田
・
武
石
教
育
事
務
所
窓

口
へ
。

● 

そ
の
他　

①
重
複
申
込
は
不
可
。
②
複

数
人（
最
大
４
名
）で
の
申
込
は
、
専
用

の
申
込
書
あ
り
。
③
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー

あ
り（
当
日
徴
収
）。
④
抽
選
は
事
務
局

が
実
施
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

第
１
０
２
回
市
民
公
開
講
座

● 

日
時　

11
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

● 

場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
肺
炎
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」

● 
講
師　

出い
で

浦う
ら

弦げ
ん

氏（
呼
吸
器
内
科
医
長
）

●
受
講
料　

無
料（
駐
車
場
も
無
料
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

講
座
・
教
室
／
募
集
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

募
集

上
田
の
民
話
を
訪
ね
る
旅

　
「
民
話
の
心
を
読
む
講
座
〜
郷
土
の
風

土
と
心
に
触
れ
る
旅
〜
」郷
土
上
田
の
民

話
を
題
材
に
民
話
の
世
界
を
訪
ね
ま
す
。

民
話
の
深
さ
、
広
さ
、
豊
か
さ
を
一
緒
に

探
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

①
11
月
21
日
、
②
12
月
19
日
、

③
平
成
28
年
１
月
16
日
、④
２
月
20
日
、

⑤
３
月
19
日
の
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜

11
時
30
分（
全
５
回
）

●
場
所　

川
西
公
民
館

●
内
容　

①「
全
体
的
民
話
世
界
へ
の
お

誘
い
」、
②
③
④「
上
田
の
民
話
⑴
〜
⑶

－

川
西
・
別
所
温
泉
の
民
話
か
ら

－

」、

⑤
現
地
研
修「
上
田
の
民
話
を
辿
る
」

● 

講
師　

稲い
な

垣が
き

勇ゆ
う

一い
ち

氏（
塩
田
平
民
話
研

究
所
）

●
受
講
料　

５
０
０
円（
初
回
徴
収
）

●
定
員　

先
着
15
名

● 

申
し
込
み　

11
月
13
日
㈮
ま
で
の
午
前

９
時
以
降
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

川
西
公
民
館　

TEL
22
・
５
０
０
４

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

年
金
申
請
、
健
康
保
険
切
換
、
雇
用
保

険
受
給
手
続
、再
雇
用
等
を
説
明
し
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

講
師　

横よ
こ

沢さ
わ

宏ひ
ろ

和か
ず

氏（
社
会
保
険
労
務

士
）

●
定
員　

20
名
程
度（
参
加
費
無
料
）

● 

申
し
込
み　

11
月
19
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・
６
０
２
４
）で

左
記
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

さ
ん
か
く
講
座「
地
域
密
着
型

ス
ー
パ
ー
の
取
り
組
み
」

　

高
齢
社
会
の
中
、「
買
い
物
難
民
」問
題

を
通
じ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

● 

日
時　

11
月
12
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

● 

講
師　

尾お

崎ざ
き

和か
ず

雄お

氏（
ス
ー
パ
ー
Ｏ
Ｚ

Ａ
Ｋ
Ｉ
社
長
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
受
講
料　

無
料（
申
込
不
要
）

●
そ
の
他　

講
演
後
に
懇
談
会
あ
り
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

募　

集

上
田
市
霊
園
・
上
野
霊
園

利
用
者
募
集

◇
上
田
市
霊
園

●
所
在
地　

諏
訪
形
１
７
５
６
番
地

● 

募
集
区
画　

１
種
２
区
画（
６
㎡
）、
２

種
１
区
画（
４
・
８
６
㎡
）

●
管
理
料　

１
４
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

16
万
８
０
０
０
円

◇
上
野
霊
園

●
所
在
地　

上
野
８
７
４
番
地
２

●
募
集
区
画　

３
区
画（
６
・
５
５
㎡
）

●
管
理
料　

２
５
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

68
万
円

◇
共
通
事
項

● 

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓
地
を

お
持
ち
で
な
く
、
遺
骨
を
自
宅
に
安
置

し
て
い
る
方（
要
死
体
埋
火
葬
許
可
証

の
写
し
）、
又
は
遺
骨
を
親
せ
き
等
の

墓
地
に
仮
埋
葬
し
て
い
る
方
・
寺
社
な

ど
に
預
け
て
い
る
方（
要
寺
社
等
の
証

明
）

● 

申
し
込
み　

11
月
９
日
㈪
〜
20
日
㈮
に

左
記
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
で（
重
複

申
込
不
可
。
申
込
多
数
時
は
抽
選
）。

● 

そ
の
他　

上
野
霊
園
壁
面
墓
地
及
び
丸

子
霊
園
の
区
画
は
空
い
て
い
ま
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
丸
子
霊

園
は
丸
子
市
民
サ
ー
ビ
ス
課（﹇
TEL
42
・

１
２
１
６
﹈へ
）。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０
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お宝発見！
市内の県指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

　  健康推進課　TEL23・8244

健康幸せづくりプロジェクト ～あなたの健康を応援します！～⑥

～見つめあい・ふれあい・笑いあいを親子で楽しみましょう～親子で心の絆を育もう！
　お母さんの温かいおなかからこの世に生まれた赤ちゃん。おなかが空いたらおっぱいやミルクをもらい、おむつが
汚れたらキレイにしてもらい、さみしくなったら抱っこしてやさしくあやしてもらう…。こんな繰り返しの中で「愛
着」と呼ばれる心の絆が育まれます。この絆は「自分が大切にされている、必要な存在なんだ」という自己肯定感を生
み、人を信頼し「自分はできる！大丈夫！」と信じる力になっていきます。お父さん、お母さん！今日から次のような
「かかわり」をしてみませんか？

≪乳児編≫ ≪幼児編≫
・子どもの気持ちになって視線を合わせ
ながら「お腹すいたね」などと話す
・みる・触る・聞くなど五感に働きかけ
「ふれあい遊び」（くすぐりっこ、お
つむてんてんなど）を

　一緒に楽しむ

・子どものことばにじっくり耳を傾け
て、受け止め応える

・手遊びやふれあい遊びを楽しむ
・ギュッと抱きしめながら
　「大好きだよ」や「頑張
　ったね」などをことば
　にして伝える

保護者は子どもが安心して挑戦や失敗
を繰り返しできるように見守りましょ
う。子どもは保護者を「心の安
全基地」として、さまざまな気
持ちを受け止めてもらえるこ
とで自信をもって生きる世界
を広げていきます。

　

依
田
川
と
武
石
川
の
合
流
点
付
近
、

川
の
東
側
に
鳥
羽
山
の
断
崖
が
迫
り
、

こ
こ
に
幅
約
25
ｍ
、
奥
行
約
15
ｍ
の
鳥

羽
山
洞
窟
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
洞
窟
は
、

古
墳
時
代
の
墓
と
し
て
使
わ
れ
、
日
本

列
島
で
は
あ
ま
り
例
が
な
い
、
人
の
亡な
き

骸が
ら

を
洞
窟
の
中
に
安
置
し
自
然
に
骨
だ

け
を
残
す
方
法「
曝ば
く

葬そ
う

」の
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

国
の
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
42
〜
43
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
、
今

か
ら
約
１
６
０
０
年
前
の
焼
き
物
を
は
じ
め
、
鉄
の
鏃や
じ
り

、
剣
、

馬
具
、
石
や
銅
の
腕
輪
、
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
、
葬
礼
の
品
や
副

葬
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
中
で
も

「
二
重
は
そ
う
」（「
は
そ
う
」と
は
酒
な
ど
を
盃
に
注
ぐ
た
め

の
容
器
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
）と
い
う
焼
き
物
は
、
国
内
で

は
出
土
例
が
な
く
、
舶
来
品
と
考
え
ら
れ
る
と
て
も
珍
し
い

も
の
で
、
須す

恵え

器き

と
呼
ば
れ
る
窯
の
中
で
、
高
温
で
焼
い
た

も
の
で
す
。
ほ
か
に
も
把と
っ

手て

付
椀
や
甕か
め

な
ど
が
出
土
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
須
恵
器
が
考
案
さ
れ
た
頃
の
古
い
特
徴
を

も
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
高
級
品
で
あ
り
、
亡
く

な
っ
た
人
が
大
切
に
し
て
い
た
も
の
を
副
葬
品
と
し
て
供
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
出
土
品
の
中
に
は
、「
鳴め
い

鏑て
き

」と
い
う
弓
矢
の
鏃
の

下
に
つ
け
て
、
矢
を
放
っ
た
時
に
音
が
出
る
よ
う
に
し
た
道

具
や
、
糸
を
紡
ぐ
と
き
に
使
う「
紡ぼ
う

錘す
い

車し
ゃ

」、
小
刀
の
柄
な
ど

を
鹿
の
角
を
用
い
て
作
っ
た
道
具
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
珍
し

い
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
出
土
品
の
特
徴
か
ら
、
鳥
羽
山
洞
窟
の
出
土
品

は
長
野
県
宝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
丸
子
郷
土
博
物

館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
２

洞
窟
の
墓
跡
か
ら
の
出
土
品

「
鳥
羽
山
洞
窟
出
土
品
」

はそう 二重はそう
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

冬
の
稲
倉
の
棚
田
を
Ｐ
Ｒ

金か
な

澤ざ
わ

正ま
さ

明あ
き

さ
ん

稲倉棚田保全委員会

　

山
裾す
そ

か
ら
谷
間
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
の
棚
田
が
広
が
る

豊
殿
地
域
の「
稲
倉
の
棚
田
」は
、
元
禄
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま

で
に
開
田
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
平
成
11
年
に
農
林
水
産

省
の「
日
本
の
棚
田
百
選
」に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
糧
生
産

の
場
で
あ
る
棚
田
は
、
美
し
い
景
観
の
ほ
か
、
保
水
機
能
や
土

砂
災
害
の
防
止
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
た
め
、
耕
作
放
棄
・
荒
廃

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
棚
田
を
守
り
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、平
成
15
年
に「
稲

倉
の
保
全
と
活
性
化
を
す
す
め
る
会
」を
前
身
と
し
、
自
治
会

役
員
や
各
種
団
体
関
係
者
等
を
構
成
員
と
し
た「
稲
倉
棚
田
保

全
委
員
会
」が
発
足
し
、
保
全
活
動
と
し
て
オ
ー
ナ
ー
制
度
や

田
植
え
・
稲
刈
り
な
ど
の
体
験
学
習
を
受
け
入
れ
る
ほ
か
、
多

く
の
方
に
稲
倉
の
棚
田
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と

し
て
、
案か

山か

子し

ま
つ

り
や
夏
の
ほ
た
る
火

ま
つ
り
を
継
続
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
冬
季

初
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

棚
田
を
約
１
４
０
０
個

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
彩

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

12
月
に
予
定
し
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
あ

ぜ
に
設
置
し
た
太
陽
光

発
電
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
、
暗
く
な
る
と
幻
想
的
に
棚
田
を
照
ら

し
出
し
、
30
分
毎
に
色
を
変
え
な
が
ら
約
４
時
間
点
灯
す
る
予

定
で
す
。
各
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
に
は
、
雪
が
積
も
っ
て
も
埋
ま
ら

な
い
よ
う
に
、
高
さ
約
50㎝
の
竹
製
の
土
台
を
組
み
立
て
、
ま
た
、

ラ
イ
ト
の
カ
バ
ー
に
、
豊
殿
小
学
校
の
児
童
に
絵
を
描
い
て
も
ら

う
予
定
で
す
。

　

同
会
委
員
長
の
金
澤
さ
ん（
左
上
写
真
右
か
ら
３
人
目
）は
、

「
棚
田
の
集
落
か
ら
は
縄
文
式
土
器
も
出
土
し
て
い
る
た
め
、
古

く
か
ら
稲
作
も
始
ま
っ
た
の
で
は
」、「
農
業
生
産
の
場
だ
け
で
な

く
防
災
等
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
大
切
な
地
域
の
資
源
。
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
、
ま
ず
は
多
く
の
方
に
稲
倉
の
棚
田
を
知
って
も

ら
い
た
い
」と
棚
田
と
地
域
の
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

〈事業の紹介〉
稲倉棚田保全委員会は、平
成27年９月にわがまち魅力
アップ応援事業の採択を受
け、「稲倉棚田冬に輝く星の
里」事業に取組んでいます。
今後は毎年12月頃から、冬
季に稲倉の棚田でイルミネー
ションを点灯する予定です。

［稲倉棚田ほたる火祭り］



信州国際音楽村 TEL42・3436
FAX42・3948

※月曜日休館　　　　 URL　http://www.ongakumura.jp

KODAMAサロン
　地元のお菓子店の協力による夕暮れ時のお茶とステキな
コンサートをお楽しみください。
日　時 　11月13日㈮18：00～20：30
 （ゆうぐれCAFE18：00～、開演19：00～）
出　演 　彌

や

勒
ろく

忠
ただ

史
し

 (カウンターテナー )、
 高

たか

本
もと

一
いち

郎
ろう

（リュート）、
 樋

ひ

口
ぐち

泰
やす

世
よ

 （ヴィオラ・ダ・ガンバ）
曲　目 　「グリーン・スリーヴス」、
 「ああ私の心の平穏よ
 （A,スカルラッティ）」他
入場料 　 1,500円（ドリンク付。全席自由）

室内楽コンサート2015
　NHK交響楽団メンバー等によるコンサートです。
日　時 　11月22日㈰15：00～（開場14：30）
出　演 　白

しら

井
い

篤
あつし

（ヴァイオリン）、佐
さ

々
さ

木
き

亮
りょう

（ヴィオラ）、
宮
みや

坂
さか

拡
ひろ

志
し

（チェロ）、市
いち

川
かわ

雅
まさ

典
のり

（コントラバス）、
大
おお

須
す

賀
が

恵
え

里
り

（ピアノ）
曲　目 　ピアノ五重奏曲イ長調「鱒」／シューベルト
 ディヴェルティメントK.563変ホ長調／モー

ツァルト
入場料 　前売り3,000円、当日3,500円（全席自由）

音楽村女子会
　音楽を歌って楽しく交流する女性向けのイベントです。
日　時 　11月28日㈯11：00～
出　演 　ナビゲーター／鵜

うの

木
き

絵
え

里
り

（オペラ歌手・二期会会
員）、多

た

田
だ

聡
さと

子
こ

（ピアニスト）
入場料 　3,000円

第４回抱っこdeライブ参加者募集
　お子さんを抱っこして音楽村の美しい風景を眺めながら
聴く演奏会です。妊婦さんの参加も大歓迎です。
日　時 　12月１日㈫・２日㈬10：45～11：45（開場10：15）
内　容 　両日／手遊び時間（チャレンジママプロジェク

ト）、１日／マスカレード（パフォーマンス・琴・
フルート・ピアノ）、２日／武

たけ

田
だ

理
り

恵
え

子
こ

（フルー
ト）・寺

てら

島
しま

都
と

志
し

子
こ

（チェロ）・小
こば

林
やし

文
ふみ

恵
え

（ピアノ）
対　象 　市内在住の未就園児親子
定　員 　先着50組
参加費 　１組100円（当日徴収）
申し込み 　11月10日㈫～25日㈬の9：00以降、氏名、住所、

電話番号を、電話、又はFAXで下記へ。
　丸子公民館　TEL42・3147　FAX42・0303

※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

上田図書館 TEL22・0880
FAX28・1118

※月曜日休館

おはなしと本の会
　「おはなしざしきわらしの会」の皆さんによる、おはなし
や手遊びを行います。
◇上田図書館
日　時 　11月14日㈯10：30～
◇上田創造館分室
日　時 　11月28日㈯未就園児／10：30～
  　　 園児・児童／11：00～

池波正太郎真田太平記館 TEL28・7100
FAX28・7101

※水曜日休館

江戸文学散歩
　池波作品の舞台を講師の説明を聞きながら歩きます。
日　時 　12月２日㈬6：00出発、20：00解散予定
場　所 　谷中周辺（東京都台東区）
案内人 　鶴

つる

松
まつ

房
ふさ

治
はる

氏（池波正太郎真田太平記館指導員）
定　員 　先着28名
参加費 　6,000円程度（昼食代、保険代含む）
申し込み 　11月12日㈭13：00以降、電話で。
その他 　申し込まれる方は、必ず、事前学習会（11月27

日㈮）に参加してください。

喫茶・文化講座「お正月向けフラワーアレンジメント」
　プリザーブド・アートでお正月の花飾りを作りませんか。
日　時 　12月８日㈫13：30～15：30
講　師 　内

うち

田
だ

和
かず

美
み

氏（ヨーロピアンフラ
 ワーデザイン講師）
定　員 　20名程度
受講料 　3,000円（材料費・お茶代含む）
持ち物 　はさみ
申し込み 　11月30日㈪までに、電話で。

真田図書館 TEL72・8080
FAX72・8082

※月曜日休館

おはなし広場
　図書館サポーター「民話の会」の皆さんによる本の読み聞
かせなどを行います。
日　時 　11月21日㈯10：30～

2222



施設イベント ※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

丸子図書館 TEL42・2414
FAX42・4498

※月曜日休館

おはなし会
　「ひまわり人形劇サークル」のみなさんによる人形劇「か
さじぞう」を予定しています。
日　時 　11月21日㈯10：30～

市立博物館 TEL/FAX22・1274

※水曜日休館

市立博物館臨時休館
　施設改修のため臨時休館します。
期　間 　11月25日㈬～平成28年１月３日㈰

市立博物館別館がオープン
　旧山本鼎記念館が博物館別館として11月28日㈯から開
館します。

上田城櫓
やぐら

が冬期開館します
　例年冬期は休館ですが、本年は、12月１日㈫から11日
㈮までの休館の後、12日㈯から開館します（水曜日休館）。

施設イベント ※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

マルチメディア情報センター TEL39・1000
FAX39・1010

※水曜日休館　　　　　　　 URL　http://www.umic.jp

サイエンスカフェ「電気と運動の不思議な関係
～ファラデーモーターを作ろう～」
　アルミホイルでモーターを作り、偉大な実験家・科学者
マイケル・ファラデーについてもお話します。
日　時 　11月21日㈯13：30～15：00
講　師 　夏

なつ

目
め

雄
ゆう

平
へい

氏（千葉大学名誉教授）
対　象 　どなたでも（小学３年生以下は要保護者同伴）
定　員 　20名程度
参加費 　300円（ドリンク代込み）
申し込み 　11月20日㈮までに、電話で。

上田情報ライブラリー TEL29・0210
FAX29・0211

※火曜日休館

図書館員と図書館員のたまごたちによるおはなし会
　図書館の職員と上田女子短期大学の学生たちによるおは
なし会です。図書館のカードを持ってご参加ください。
日　時 　11月15日㈰11：00～11：30

サロントーク in 真田丸の世界
日　時 　11月21日㈯18：30～20：00
内　容 　「現行の複雑な世界を、真田幸村であれば、ど

のように生きるのであろうか？～上田から世界
を美しくしていく!!」

講　師 　真
さな

田
だ

幸
ゆき

光
みつ

氏（愛知淑徳大学教授・ビジネス学部
長、曽祖父が真田家［松代］当主）

定　員 　先着40名
参加費 　500円（コーヒー付き）
申し込み 　11月８日㈰10：00以降、電話で。

真田氏の真実にせまる！第９回
「上州における真田昌幸の動向」
　上田市誌発行以降の真田氏・新説を中心とした学術講座
を開催します。
日　時 　12月５日㈯13：30～15：00
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
講　師 　栗

くり

原
はら

修
おさむ

氏（江東区文化財主任専門員）
定　員 　先着80名
申し込み 　11月６日㈮10：00以降、電話で。

光るクリスマスカードをつくろう
　LEDでメッセージカードやしおりをつくろう！
日　時 　12月６日㈰9：30～12：00
対　象 　小学４年～中学生
 （小学３年生以下は要保護者同伴）
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
参加費 　300円
申し込み 　11月15日㈰～12月５日㈯に、電話で。

パソコンで年賀状をつくろう
日　時 　12月７日㈪9：30～12：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
参加費 　2,000円（年賀状作成ソフト代含む）
申し込み 　11月16日㈪～12月６日㈰に、電話で。

Word初心者講座２日間コース [Word2013使用]
日　時 　12月11日・18日㈮13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
参加費 　2,500円（別途テキスト代1,296円）
申し込み 　11月20日㈮～12月10日㈭に、電話で。
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サ ン ト ミ ュ ー ゼ ニ ュ ー ス
交 流 文 化 芸 術 セ ン タ ー ・ 市 立 美 術 館 通 信
サ ン ト ミ ュ ゼ ニ ュ
　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300

劇場
ホール中

なか

川
がわ

賢
けん

一
いち

　アナリーゼワークショップ＆
地域ふれあいコンサート＆
ピアノコンサート
◇アナリーゼシリーズVol.８　中川賢一
　11月23日（月・祝）のピアノコンサートのテーマと聴きど
ころについて、作曲家ラフマニノフに焦点をあて、演奏家
自身が分かりやすくお話しします。
日　時 　11月18日㈬19：00～20：00（開場18：30）
場　所 　大スタジオ
料　金 　無料（申込不要。未就学児入場不可）
◇地域ふれあいコンサートVol.14
日　時 　11月19日㈭19：00～20：00（開場18：30）
場　所 　上野が丘公民館
料　金 　一般500円、中学生以下無料
 ※全席自由。当日券のみ。未就学児入場可
◇ピアノコンサート
日　時 　11月23日（月・祝）14：00～（開場13：30）
場　所 　小ホール
曲　目 　ドビュッシー／アラベスク第１番、月の光
 ラフマニノフ／前奏曲集　ほか
料　金 　一般1,000円
 （25歳以下半額。要証明書。窓口のみ）
 ※全席指定。４歳児以上入場可

創立65周年　第60回記念
上田グローリア合唱団定期演奏会
日　時 　11月15日㈰14：00～（開場13：00）
場　所 　大ホール　
料　金 　一般1,200円、小中学生500円
　TEL68・2887（笹沢）

第43回 東信美術展
日　時 　11月22日㈰～29日㈰
  9：00～17：00（29日は15：00まで）
場　所 　市立美術館企画展示室
料　金 　一般400円、大学生以下無料
　TEL090・4152・7517（松田）

市民
提案
事業

劇場
ホール

サントミューゼプロデュース
内
な い

藤
と う

裕
ひ ろ

敬
の り

×仲
な か

道
み ち

郁
い く

代
よ

『ロマン派症候群』
　３月の仙台フィル公演で演奏される大作曲家ショパンと
ブラームスをテーマとし、この夏、真田風雲録で熱い演出
を手掛けた演出家・内藤裕敬氏と日本を代表するピアニス
ト仲道郁代氏の作りあげる、音楽と演劇の織りなす革新的
ドラマ。
日　時 　平成28年１月10日㈰18：00～（開場17：30）
 11日（月・祝）14：00～（開場13：30）
場　所 　小ホール
料　金 　一般3,000円
 （25歳以下半額。要証明書。窓口のみ）
チケット販売　11月16日㈪10：00以降、サントミューゼ（窓口、

インターネット）、平安堂（上田店、上田しおだ
野店）で発売。未就学児入場不可。

ⒸShuhei NEZU

表紙説明

武石小学校運動会
　９月19日㈯、武石小学校で運動会が開催されました。
　天候にも恵まれ、青空の下、児童たちは紅白の二組に分かれ、短距離走・玉入れ・綱引き・騎馬帽子取り・
組体操・大玉送りなどの種目に出場しました。全校児童が参加した応援合戦では、紅白各応援団長を中心
に大きく元気な声を出して「応援」を競いました。会場には児童の家族をはじめ、大勢の人が訪れ、児童た
ちに熱い声援を送っていました。
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カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

　鎌倉市と姉妹都市の栃木県足利市・山口県萩市・上田市
が特産品を持ち寄った物産展が開催されました。
　このイベントは毎年恒例であり、上田の特産であるりん
ごやぶどう、地酒などを販売しましたが、大変長い行列が
できるほどの盛況ぶりでした。
　また、松

まつ

尾
お

崇
たかし

鎌倉市長との懇談も行い、両市のさらなる
交流・連携の促進について意見交換をしました。
　11月には市内で主に鎌倉市民を対象とした、りんごオー
ナーの収穫を実施
し、相互交流を更
に促進していきた
いと思います。

まちなか循環バスの
運行がはじまりました

　市長として上田初訪問の山
やま

野
の

之
ゆき

義
よし

金沢市長と、都市間連
携等について懇談を行いました。
　山野市長は、ターゲットを明確にしたプロモーション活
動、金沢にはない魅力・強みを有する自治体との広域連携
の重要性を述べられ、私からも、金沢城・上越高田城・上
田城を巡る観光ルート実現への期待などを申し上げまし
た。金沢市は観光面・文化面など大変参考にさせていただ
く点も多く、魅力あるまちづくりに向けて、大変刺激を受
けた会談となりま
した。

９月29日㈫

北陸新幹線が紡ぐ縁、
金沢市長が上田初訪問！

　このバスは土日祝日を基本（時期により毎日）に、上田駅
から１周約７㎞、所要時間約25分のルートを30分おきに
運行します。１乗車100円、また一日300円のフリー乗車
券には市内店舗で使えるクーポン券もついています。
　市民の皆さんをはじめ観光客にも利用いただき、中心市
街地の活性化につなげていきたいと考えています。
　公共交通を維持する上で重要なことは、住民の「乗って
残そう」という行動力です。バスを使って、市内を巡って
みてください。

10月１日㈭

　元観光庁長官の溝
みぞ

畑
はた

宏
ひろし

氏の呼びかけにより、神奈川・三
重・滋賀・佐賀県の４県知事（長野県知事は欠席）と、小田
原・上田・伊賀・甲賀・嬉野市の５市長、伊賀上野観光協
会、応援団として市

いち

川
かわ

海
え

老
び

蔵
ぞう

氏を迎えて、発足会見を行い
ました。
　本会は2020年東京五輪を見据えて、忍者をはじめとし
た日本文化を世界に発信し、地域活性化を図ることを目的
に活動します。
　私も常々連携の
大切さを訴えてき
ましたが、大きな
PR効果を発揮し
得るよう取組んで
まいります。

10月９日㈮

日本忍者協議会が発足

10月９日㈮

姉妹都市・鎌倉市で
物産展を開催
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まちの話題

夢に向かって挑戦しよう！
NPO法人さなだスポーツクラブが
チャレンジスポーツ塾in真田を開催

　市立美術館で開催中の藤子・Ｆ・不二雄展が、週末を中
心に家族連れ等で賑わっています。
　アニメ原画の展示を始め、体感映像シアターやキャラク
ターとの写真撮影など、子どもも大人も藤子・Ｆ・不二雄
の世界に引き込まれます。氏は父親の仕事の関係で上田に
住んでいた時期があり、上田城を背景に撮影した貴重な写
真も公開されています。

Loppis Ueda（ロッピスウエダ）
～「蚤

の み

の市イベント」でまちが賑
に ぎ

わいました～

９月27日㈰

　日本トップクラスの選手に、水泳、バレーボール、硬式テニ
ス、卓球、サッカーの５種目を指導してもらいました。
　バレーボールでは、北京オリンピック日本代表の齋

さい

藤
とう

信
のぶ

治
はる

氏
がオーバーやアンダーパスなどを指導。「基本を大切に練習し
て。上手になるポイントは、コーチに言われたことは先

ま

ずやる
こと」などと教えてもらいました。

　市内の若手経営者や大学生らでつくる実行委員会により、中心
市街地の三会場（横町、海野町、下常田）で、雑貨、ファッション、
飲食、書籍などのおしゃれなお店が90店ほど集まった「蚤の市イ
ベント」が行われました。昨年に続く２回目の開催で、県内外か
ら若者や家族連れが多数集まり、“新しい人、街、文化の交流”が
感じられる素晴らしいイベントでした。

９月19日㈯・20日㈰

上田

真田

上田

たくさんのドラえもんがお出迎え!!
生誕80周年記念　藤子・Ｆ・不二雄展

９月16日㈬～11月９日㈪

９月24日㈭

　本年度の長野県消防ポンプ操法大会小型ポンプの部で優勝し
た上田市消防団第10分団が、優勝報告のため県知事を表敬訪
問しました。上田市消防団は３年連続での優勝報告に加え、来
年度長野県で開催される全国大会で必ず優勝すると決意を表明
してきました。

長野県消防ポンプ操法大会小型ポンプの部で優勝！
上田市消防団が阿部知事を表敬訪問

上田
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まちの話題

さまざまなワインを楽しんで
ワインフェスタ

多彩なクラフトが大集合
第８回別所温泉あいそめ祭り

10月３日㈯・４日㈰

　あいそめの湯芝生広場を中心に別所温泉あいそめ祭りが開催され
ました。
　会場内のクラフトフェアでは、木や革などのさまざまな素材で製作
した小物や洋服、食器などの工芸品が全国から出展され、気に入っ
た逸品を買い求める客もいました。また、地物野菜、ジャムなどの
加工品や食品販売のほか、ダンスや太鼓などの演奏もあり、会場を
沸かせていました。

上田

　千曲川ワインバレー東地区のワインが楽しめるワインフェス
タが丸子文化会館で開催されました。
　エッセイストであり画家の玉

たま

村
むら

豊
とよ

男
お

さんのトークショーライ
ブのあと、７つのワイナリーやメーカーが自慢のワインを持ち
寄り、参加者は個性豊かで芳醇な味わいを、心ゆくまで楽し
んでいました。

秋晴れの下、さわやかに、軽やかに
第29回上田古戦場ハーフマラソン
　県営上田野球場をメイン会場に開催され、約2,500名のラン
ナーが参加し、沿道の応援を受けながら、さわやかな秋景色の
中を駆け抜けていきました。
　ゲストランナーの嶋

しま

原
はら

清
きよ

子
こ

さん（元マラソンランナー）も参加者
と一緒にコースを走り、ゴール後はハイタッチをしたり、「おかえ
り！」などと声を掛けて、笑顔でランナーを出迎えていました。

10月４日㈰

武石

レンゲツツジが咲き誇るために
美ヶ原高原ササ刈り
　美ヶ原自然保護センター周辺で、220人余りが参加して
ササ刈りが行われました。開会式では、昨年の御嶽山の噴
火で亡くなった「美ヶ原パークボランティアの会」の３名に
参加者全員で黙祷を捧げました。
　この日は王

おう

ヶ
が

頭
とう

（標高2,034ｍ）が間近にはっきりと見え、
参加者の一人は「時折吹く高地の風は冷たく感じたが、青
空の下での作業は心地良かった」と話していました。

10月４日㈰

10月６日㈫
丸子

上田
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幸
村
も
の
が
た
り（
其
の
七
）

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」新
キ
ャ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
！

◆あかりちゃん

　

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」上
田
市
推
進
協
議
会（

 
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
内
）　

TEL　
75
・
２
５
５
４

　

９
月
24
日
、
主
人
公
・
真
田
信
繁（
堺さ
か
い

雅ま
さ

人と

さ
ん
）を
と
り
ま
く
登
場
人
物
と
し

て
新
た
な
キ
ャ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
の
は
、
主
に
大
坂
方
の
出
演
者
で
、
豊と

よ
と
み
ひ
で
よ
し

臣
秀
吉
役
の
小こ

日ひ

向な
た

文ふ
み

世よ

さ
ん
、
北き

た
の
ま
ん
ど
こ
ろ

政
所
役
の
鈴す

ず

木き

京き
ょ
う

香か

さ
ん
、
千せ

ん

利の
り

休き
ゅ
う

役
の
桂か

つ
ら

文ぶ
ん

枝し

さ
ん
な
ど
で
す
。

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

上
田
市
推
進
協
議
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://ueda-sanadam
aru.com

/

◎
キ
ャ
ス
ト（
敬
称
略
）

●
豊
臣
秀
吉

　
　

…
…
…
…
小
日
向
文
世

●
北
政
所

　
　

…
…
…
…
鈴
木
京
香

●
千
利
休

　
　

…
…
…
…
桂
文
枝

●
片か

た

桐ぎ
り

且か
つ

元も
と

　
　

…
…
…
…
小こ

林ば
や
し

隆た
か
し

●
茶ち

ゃ

々ち
ゃ（

淀よ
ど

）

　
　

…
…
…
…
竹た

け

内う
ち

結ゆ
う

子こ

●
石い

し

田だ

三み
つ

成な
り

　
　

…
…
…
…
山や

ま

本も
と

耕こ
う

史じ

●
大お

お

谷た
に

吉よ
し

継つ
ぐ

　
　

…
…
…
…
片か

た

岡お
か

愛あ
い

之の

助す
け

●
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

次つ
ぐ

　
　

…
…
…
…
新に

い

納ろ

慎し
ん

也や

●
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

頼よ
り

　
　

…
…
…
…
中な

か

川が
わ

大た
い

志し

みんなで真田丸を応援します！
信州上田真田丸応援団結成！
　９月18日、幅広い世代に大河ドラマ「真田
丸」をPRするため、真田氏をモチーフにした
キャラクター（６体）が集合し、「信州上田真
田丸応援団」を結成しました。
　当日は、大河ドラマ「真田丸」上田市推進協
議会の栁

やなぎ

澤
さわ

憲
けん

一
いち

郎
ろう

会長から応援団委嘱書を交
付し、応援団長には、うえだ原町一番街商店
会のキャラクター「真田幸丸」が任命されまし
た。今後は、さまざまなPR活動の場に登場し
活躍する予定です。

「
観
光
お
も
て
な
し
宣
言
」

を
発
表

　

10
月
10
日
、「
信
州
上
田
真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ

館
」開
館
１
０
０
日
前
を
記
念
し
て
、
上
田
城
櫓や

ぐ
ら

門
前
で
大
河
ド
ラ
マ
放
送
に
向
け
た
出
陣
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

出
陣
式
で
は
、
参
加
い
た
だ
い
た
市
民
約

４
０
０
人
の
皆
さ
ん
を
前
に
、
信
州
真
田
鉄
砲
隊

に
よ
る
古
式
砲
術
の
披
露
、
信
州
上
田
真
田
陣
太

鼓
保
存
会
の
演
奏
や
、
母
袋
市
長
、
栁
澤
会
長
に

よ
る
鬨と

き

の
声
な
ど
の
ほ
か
、
代
表
し
て
上
田
商
工

会
議
所
女
性
会
の
皆
さ
ん
か
ら「
観
光
お
も
て
な

し
宣
言
」を
発
表
い
た
だ
き
、
市
民
一
丸
と
な
っ

て
観
光
客
を
お
迎
え
す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　
「
観
光
お
も
て
な
し
宣
言
」の
心
を
大
切
に
し
、

来
年
１
月
か
ら
の「
真
田
丸
」イ
ヤ
ー
を
華
や
か

に
迎
え
ま
し
ょ
う
。

一　

観
光
客
の
皆
様
へ
、

　
　
　

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す

一　

観
光
客
の
皆
様
へ
、

　
　
　

積
極
的
に
声
を
か
け
て

　
　
　
　

旅
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

一 　

観
光
客
の
皆
様
を
、
ゴ
ミ
一
つ
な
い

　
　
　

キ
レ
イ
な「
ま
ち
」で
お
迎
え
し
ま
す

一　

観
光
客
の
皆
様
の

　
　
　

満
足
を
第
一
に
し
ま
す

一 　

観
光
客
の
皆
様
へ

　
　
　
「
感
謝
」の
気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん

◎信州上田真田丸応援団

◆真田幸丸
◆ゆきたん

◆六文戦士ウェイダー
◆真田のぼるくん

◆かり丸くん

この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：159,769人　男：78,218人　女：81,551人　世帯数：66,275世帯
　　　   （3,346人）　　　（1,531人）　　　（1,815人）

市の人口（平成27年10月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。
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